

















































































































































｢ガ ッコ ウ SCHOOLN｣これ は片 仮 名 で
表わした日本語の部分 rガッコウ』と,それに対
応する英語の部分 FSCHOOu と FSCHOOLj
という名詞をコード化した部分FNjの3つによっ
て構成されていることになる｡












































































































































































を加算 して元に戻 し,さらに 1を加算 して
(BAN+1)とする｡TABLE2の(BAN+1)番目
のコードがPREPである'なら,PREPとNまた
はPRONの位置を入れかえる｡入れかえの方法
は前述 した方法による｡そしてTABLElの
BAN番目の英語を,′TABLE5のCNT番目に,
TABLElの(BAN+1)番目の英語を,TABLE
5の(CNT+1)番目に格納する｡もしPREPを
伴っていない場合は,目的語だけが格納される｡
もしこの目的語がAによって修飾されている場
合は,さらにAがADVによって修飾されている
かを調べる｡もしADVによって修飾されていな
ければ,Aに対応するTABLElの英語を,
TABLE5のCNT番目に,目的語をTABLE5
の (CNT+1)番目に格納する｡もしADVに
よって修飾されている場合は,そのコードに対応
するTABLElの英語を,TA甲LE5のCNT番
目に,Aに対応するTABLElの英語をTABLE
5の(CNT+1)番目に,目的語をTABLE5の
(CNT+2)番目に格納する｡目的語は,間接目
的語と直接目的語として,1つの文中に2回含ま
れる場合がある｡そのため,ウェイトが3のNま
たはPRONについて,再度この処理をくり返す｡
さらに以上の処理の中に含まれなかったADVが
あるなら,それはVを修飾するADVと判断し
て,そのコードに対応するTABLElの英語を,
TABLE5の文末に格納する｡以上で英単語の並
びかえは終了する｡処理結果はプリソタで入力
データ (日本語)と共に印字する｡
5.結論
このプログラムを実行させた結果,文型1から
-23-
文型5の文例の翻訳は成功した｡従って本論で述
べた方法論の範囲内の文であれは正しく載訳がで
きる｡道に,予め用意されたファイルと構文に合
致する文でなければ翻訳はできない｡即ち,大き
なファイルと複雑な文法情報が用意されなければ
これらの問題は解決できない｡
(謝辞) 本稿の作成にあたり,小林誠氏に多
〔処理部の取れ図)
大なる御協力をいただきましたことを感謝い
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